
　

本
書
は
一
四
九
九
年
一
〇
月
二
八
日
か
ら
一
五
三
三
年
六
月
（
日
付
未
詳
）
ま
で
、
ロ
ッ

テ
ル
ダ
ム
出
身
の
人
文
主
義
者
エ
ラ
ス
ム
ス
（
一
四
六
六
年
﹇
諸
説
あ
り
﹈―
一
五
三
六

年
）
と
、
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
離
婚
に
反
対
し
ロ
ン
ド
ン
塔
に
幽
閉
後
に
斬
首
さ
れ
た
英
国

の
大
法
官
ト
マ
ス
・
モ
ア
（
一
四
七
八
年
―
一
五
三
五
年
）
が
交
わ
し
た
五
十
通
の
ラ
テ

ン
語
書
簡
の
日
本
語
訳
で
あ
る
。
原
典
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
文
章
は
隅
々
ま
で
ク
リ
ア
で
あ

る
。
充
実
し
た
訳
注
、
各
書
簡
前
に
解
題
と
巻
末
に
詳
し
い
解
説
、
関
連
略
年
表
と
索
引

が
付
属
す
る
。
全
四
四
二
頁
。

　

往
復
書
簡
は
エ
ラ
ス
ム
ス
が
イ
ギ
リ
ス
で
ト
マ
ス
・
モ
ア
と
邂
逅
し
、
イ
タ
リ
ア
帰
り

の
所
謂
テ
ュ
ー
ダ
ー
朝
人
文
主
義
者
の
導
き
で
ギ
リ
シ
ア
語
を
発
見
し
た
年
か
ら
始
ま
る
。

こ
の
出
会
い
が
エ
ラ
ス
ム
ス
の
そ
の
後
の
人
生
を
決
定
づ
け
た
。
書
簡
一
（
エ
ラ
ス
ム
ス
）

は
「
エ
ジ
プ
ト
の
荷
物
担
ぎ
人
夫
の
背
骨
を
へ
し
折
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
大
量
の
手
紙
を

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
」
と
友
人
へ
の
手
紙
の
催
促
か
ら
始
ま
る
。
年
齢
や
国
籍
や
立
場

を
超
え
た
友
情
の
誕
生
。
書
簡
二
は
モ
ア
邸
で
書
か
れ
た
『
痴ち

ぐ愚
神し
ん
ら
い
さ
ん

礼
賛
』
の
序
と
な
っ

た
有
名
な
文
章
で
あ
る
。
激
動
の
三
十
四
年
間
を
内
側
か
ら
垣
間
見
さ
せ
る
生
々
し
い
資

料
。
書
簡
三
十
三
（
エ
ラ
ス
ム
ス
）「
新
約
聖
書
の
仕
事
は
進
行
中
で
す
。﹇
…
…
﹈
私
の

健
康
状
態
が
二
か
月
も
良
好
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
私
が
い
な
く
と
も
こ
の
仕
事
が
完
了
す

る
と
こ
ろ
ま
で
持
っ
て
行
け
た
の
で
す
が
」。
書
簡
四
十
五
（
エ
ラ
ス
ム
ス
）「
い
ま
や
私

は
、
安
全
に
暮
ら
す
に
は
、
ど
こ
か
の
王
侯
の
も
と
か
、
富
裕
な
都
市
に
身
を
寄
せ
る
し

か
な
い
の
で
す
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
私
は
あ
ち
こ
ち
か
ら
招
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

宮
仕
え
の
身
と
な
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
死
ん
だ
ほ
う
が
ま
し
だ
と
す
る
の
が
私
の
性
格
な

の
で
す
」。
最
後
の
書
簡
五
十
（
モ
ア
）
は
、
自
ら
の
悲
劇
的
な
死
を
予
告
す
る
か
の
よ
う

だ
。「
小
生
は
一
計
を
案
じ
ま
し
て
、
生
前
に
自
分
の
墓
を
建
て
る
手
配
を
し
た
の
で
す
。

あ
る
が
ま
ま
の
真
実
を
墓
碑
銘
に
刻
み
込
み
、
公
の
証
に
し
よ
う
と
決
め
た
の
で
す
」。
往

復
書
簡
は
、
モ
ア
自
ら
同
封
し
た
墓
碑
銘
の
引
用
で
終
わ
る
。「
願
わ
く
ば
、
せ
め
て
こ
の

墓
の
な
か
で
、
三
人
が
一
緒
に
な
れ
る
よ
う
。
生
が
許
さ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
、
死
が
与

え
て
く
れ
る
よ
う
に
天
に
祈
る
」。

　

こ
の
『
往
復
書
簡
』
は
、
二
〇
一
四
年
に
出
版
さ
れ
た
沓
掛
良
彦
著
『
エ
ラ
ス
ム
ス 

人
文
主
義
の
王
者
』（
岩
波
現
代
全
書
）、
お
よ
び
同
著
者
の
『
痴
愚
神
礼
賛
』
ラ
テ
ン
語

原
典
訳
（
中
公
文
庫
）
と
併
読
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
モ
ア
側
か
ら
は
澤
田
昭
雄
に

よ
る
ラ
テ
ン
語
原
典
訳
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』（
中
公
文
庫
）
さ
ら
に
中
世
末
期
の
知
的
大
転
換

を
描
い
た
髙
田
康
成
著
『
キ
ケ
ロ　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
的
伝
統
』（
岩
波
新
書
）
に
ま
で
併

読
は
広
が
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
仕
事
の
目
的
は
翻
訳
を
通
じ
て
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
の
精

神
世
界
を
現
代
日
本
に
紹
介
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

エ
ラ
ス
ム
ス
は
中
世
の
あ
ら
ゆ
る
権
威
の
源
で
あ
っ
た
ラ
テ
ン
語
訳
聖
書
を
ギ
リ
シ
ア

語
訳
と
の
対
照
に
よ
っ
て
相
対
化
し
た
。
彼
は
常
に
移
動
し
な
が
ら
筆
の
力
だ
け
で
、
宗

教
的
な
非
寛
容
、
暴
力
に
対
抗
す
る
叡
智
、
寛
容
、
非
暴
力
の
重
要
性
、
さ
ら
に
人
間
を

学
問
の
対
象
と
す
る
人
文
主
義
を
広
め
た
。
こ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
変
え
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
大
変
革
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
た
ら
し
め
て
い
る
中
世
、
そ
の
末
期

に
現
れ
た
ル
ネ
サ
ン
ス
の
精
神
と
そ
れ
を
支
え
た
ラ
テ
ン
語
と
と
も
に
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

十
七
世
紀
以
降
、
各
国
家
は
中
央
集
権
化
と
植
民
地
獲
得
合
戦
を
推
し
進
め
る
。
狂
信
の

排
除
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
化
を
進
め
た
人
た
ち
の
耳
に
は
届
か
な
い
。
宗
教
戦
争
の
始
ま

り
。
再
び
不
寛
容
な
世
界
が
や
っ
て
く
る
。
宗
教
改
革
の
一
つ
で
あ
っ
た
英
国
国
教
会
の

誕
生
と
ト
マ
ス
・
モ
ア
の
処
刑
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
そ
の
報
に
接
し
て
の
エ
ラ
ス

ム
ス
の
狼
狽
を
証
言
す
る
書
簡
は
前
掲
の
『
エ
ラ
ス
ム
ス　

人
文
主
義
の
王
者
』
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
エ
ラ
ス
ム
ス
は
モ
ア
の
死
の
翌
年
、
後
を
追
う
よ
う
に
し
て
こ
の

世
を
去
る
。

　

こ
の
本
は
一
部
の
国
家
の
帝
国
化
、
暴
力
や
不
寛
容
が
復
活
し
て
い
る
現
代
社
会
で
読

ま
れ
る
べ
き
言
葉
と
し
て
我
々
に
届
け
ら
れ
て
い
る
。

沓
掛
良
彦
・
髙
田
康
成
訳

『
エ
ラ
ス
ム
ス=

ト
マ
ス
・
モ
ア
往
復
書
簡
』

岩
波
文
庫
、
二
〇
一
五
年

伊
藤 

達
也
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